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5月12日 16:30-18:00(木)
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事前登録不要・参加無料：どなたでも自由にご参加いただけます．

太陽系外惑星及びその母体と
なる原始惑星系円盤のすばる

望遠鏡による観測的研究
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りんかい線 「国際展示場駅」 徒歩7分

Photo by Sean Goebel - Subaru Telescope, NAOJ

1995年の初検出報告以来、この20年間で1000を超える数の太
陽系外惑星が検出されている。これまで検出された惑星は、太
陽系とは異なる惑星も多く、惑星の多様性の起源、さらには惑星
の形成方法については、未だよく理解されていない。
本講演では、すばる望遠鏡等を用いた、太陽系外惑星とその
形成母体となる原始惑星系円盤の観測的研究プロジェクトを説
明し、それによって明らかになってきた、星・惑星系形成の観測
的研究最前線を紹介する。


